
CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2017  SEPTEMBER.  VOL 160(1)
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２
０
１
７
年
セ
ブ
戦
没
者
慰
霊
祭　

　
　
　

蝶
谷
正
明

夜
来
の
雨
も
上
が
り
、
薄
曇
り
な
が
ら
や
や

蒸
し
暑
い
８
月
１
５
日
の
午
前
。

セ
ブ
観
音
の
前
に
は
お
よ
そ
１
３
０
名
の

人
々
が
集
い
ま
し
た
。

比
日
両
国
歌
に
続
き
、
一
分
間
の
黙
祷
、
鶴

岡
領
事
事
務
所
長
の
追
悼
の
辞
、
櫻
井
日
本

人
会
長
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。
白
菊
と
焼
香

の
煙
が
１
３
０
人
の
一
人
ひ
と
り
の
手
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
没

者
の
御
霊
に
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
所
長
は
、
戦
火
の
中
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

１
１
０
万
、
日
本
人
５
０
余
万
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
命
を
失
っ
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
、
櫻
井

会
長
は
「
私
は
二
人
の
子
の
母
親
と
し
て
、

絶
対
に
彼
ら
を
戦
場
に
送
ら
な
い
。」
と
の

血
の
出
る
叫
び
、
浅
見
商
工
会
副
会
頭
は
戦

時
中
セ
ブ
に
セ
メ
ン
ト
製
造
の
た
め
に
赴

任
し
て
い
た
先
輩
１
０
名
は
一
人
と
し
て

故
国
の
土
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
紹

介
、
万
斛
の
思
い
を
込
め
て
献
杯
の
音
頭
を

発
声
。

株
式
会
社
セ
ナ
プ
ロ
ケ
ミ
カ
ル
の
西
川
さ

ん
か
ら
は
セ
ブ
観
音
建
立
の
由
来
の
ご
説

明
、 

石
田
元
日
本
人
会
会
長
（
セ
ブ
・
レ
イ

テ
慰
霊
奉
賛
会
会
長
）
か
ら
は
観
音
像
の
眼

下
、
現
在
の
I
T
パ
ー
ク
と
ウ
オ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
ホ
テ
ル
の
敷
地
に
あ
っ
た
日
本
海

軍
ラ
ホ
グ
飛
行
場
か
ら
神
風
特
別
攻
撃
隊

の
一
番
機
が
飛
び
立
っ
た
と
の
お
話
を
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
目
線
を
含
め
懇
切
丁

寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
慰
霊
祭
に
於
い
て
特
筆
す
べ
き
は

１
３
０
名
に
及
ぶ
過
去
最
高
の
参
列
者
数

ば
か
り
で
は
な
く
、
３
０
名
を
超
す
セ
ブ
で

研
修
中
の
日
本
人
高
校
生
や
大
学
生
が
、
こ

の
会
に
ふ
さ
わ
し
い
身
な
り
を
整
え
、
諸
氏

の
言
葉
に
神
妙
に
耳
を
傾
け
て
い
た
こ
と
、

戦
中
、
戦
後
と
辛
酸
の
限
り
に
耐
え
て
こ
ら

れ
た
セ
ブ
日
系
人
会
の
S
i
e
g
a
会
長

と
オ
オ
ナ
リ
副
会
長
が
初
め
て
参
列
さ
れ

た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
若
者
に

と
っ
て
戦
争
は
今
や
曾
祖
父
母
の
時
代
の

歴
史
で
す
。
書
籍
や
ネ
ッ
ト
で
の
無
機
質
な

情
報
で
は
な
く
、
ま
さ
に
我
々
が
今
、
踏
み

し
め
て
い
る
こ
の
大
地
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日

本
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
が
血
を
流
し
、
憎
し

み
合
い
、
そ
し
て
命
を
家
族
を
財
産
を
失
っ

た
と
い
う
紛
れ
も
無
い
事
実
を
実
際
に
肌

身
で
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
セ
ブ
に
も

戦
前
、
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
が
あ
り
、

３
０
０
人
余
り
の
邦
人
が
在
住
、
日
本
人
学

校
が
あ
り
、
市
内
の
目
抜
き
通
り
に
立
派
を

店
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も

戦
争
に
よ
っ
て
瓦
解
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
過
酷
な
環
境
下
で
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ

た
日
系
人
の
皆
さ
ん
を
我
々
は
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
セ
ブ
で
起
き
た
海
軍
乙
事
件
も
、
我
々

日
本
人
の
記
憶
に
残
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

昭
和
１
９
年
３
月
、
有
力
な
米
海
軍
機
動

部
隊
の
攻
撃
を
避
け
る
べ
く
、
パ
ラ
オ
か

ら
ダ
バ
オ
に
退
避
中
の
連
合
艦
隊
参
謀
長

座
乗
の
飛
行
艇
が
セ
ブ
沖
に
不
時
着
水
し
、

ゲ
リ
ラ
の
捕
虜
と
な
っ
た
事
件
で
す
。
し
か

も
、
次
期
作
戦
に
関
す
る
最
重
要
機
密
と
暗

号
書
の
入
っ
た
鞄
を
奪
わ
れ
、
米
軍
の
手
に

渡
っ
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
彼
ら
は
日
本
軍

に
救
出
さ
れ
、
鞄
も
戻
っ
て
き
た
の
で
す

が
、「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
受
け
ず
」
と
下

に
は
強
要
し
て
い
た
者
が
な
ん
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
事
件
は
不
問
に
付
さ
れ
、
彼

ら
に
は
一
切
の
お
咎
め
も
な
く
、
こ
の
後
も

要
職
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
次
期
作
戦
も
な

ん
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
縁
あ
っ
て
セ
ブ
に
住
む
我
々
は
こ
の

よ
う
な
現
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
度
と
こ
の
地
に
戦
火
が
及
ば
ぬ
こ
と
を

祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
南
方
第
1
4
陸
軍
病
院
関
係
者
」

       

慰
霊
碑   

安
藤
尚
子 

セ
ブ
市
中
心
部
に
あ
る
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
ソ
ッ

ト
記
念
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
大
戦
当
時
は
日

本
陸
軍
南
方
第
1
4
軍
の
病
院
が
あ
り
ま

し
た 
現
在
、そ
の
敷
地
内
に
は
赤
十
字
マ
ー

ク
が
印
象
的
な
立
派
な
慰
霊
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。 
セ
ブ
島
は
日
本
軍
の
ビ
サ
ヤ
諸

島
防
衛
の
中
心
拠
点
で
、
兵
站
基
地
と
し
て

病
院
や
武
器
弾
薬
な
ど
の
補
給
所
が
置
か

れ
、
海
軍
の
大
規
模
な
飛
行
場
と
陸
軍
の
司

令
部
が
あ
り
、
兵
力
の
大
半
は
航
空
機
整
備

員
や
病
院
職
員
、
憲
兵
な
ど
で
し
た
。 

野

戦
病
院
の
指
揮
命
令
権
者
は
師
団
長
で
す

が
，衛
生
部
長
（
軍
医
大
佐
）
が
専
門
知
識

を
補
佐
し
、
病
院
長
以
下
、
軍
医
、
薬
剤

官
、
歯
科
医
将
校
、
衛
生
部
将
校
、
衛
生
部

下
士
官
兵
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

昭
和

1
7
年
（
1
9
4
2
年
）
8
月
1
5
日
、
病

院
長 

眞
田
武
雄
軍
医
中
佐
以
下
1
0
0
名

の
従
事
者
で
セ
ブ
島
に
病
院
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。 

昭
和
1
9
年
6
月
に
は
3
0
0

名
、
同
年
1
2
月
に
は
レ
イ
テ
島
に
機
動

衛
生
班
派
遣
、
パ
ナ
イ
島
イ
ロ
イ
ロ
、
ネ

グ
ロ
ス
島
、
バ
コ
ロ
ド
に
分
院
を
設
置
し

総
勢
4
5
5
名
と
な
り
、 

患
者
数
は
6
0
0

～
8
0
0
名
余
り
が
収
容
さ
れ
、
大
勢
の

医
師
看
護
婦
従
事
者
、
多
数
の
患
者
が
い
ま

し
た
。 

戦
時
中
は
セ
ブ
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

病
院
も
米
軍
の
空
爆
に
よ
り
多
く
の
医
療

従
事
者
、
負
傷
兵
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
2
0
年
4
月
、
戦
況
悪
化
に
よ
り
セ

ブ
市
内
よ
り
マ
ン
ダ
ウ
エ
地
区
に
転
進
命

令
が
下
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
重
症
患
者
、

歩
行
不
能
者
は
自
決
、
行
軍
出
来
る
者
は
自

隊
に
復
帰
。 

以
後
、
リ
ロ
ア
ン
、
ダ
ナ
オ

を
通
過
し
カ
ル
メ
ン
、
タ
ブ
エ
ラ
ン
に
転
進

し
ま
す
。 

昭
和
2
0
年
8
月
2
8
日
セ
ブ

島
北
部
の
ボ
ゴ
で
降
伏
し
終
戦
を
迎
え
ま

す
が
、
武
装
解
除
時
の
生
存
者
は
最
盛
期
の

３
０
％
と
日
本
政
府
の
戦
史
資
料
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

日
本
人
捕
虜
2
6
6
7
名
、

そ
の
中
に
は
数
名
の
日
本
人
女
性
看
護
師

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
終
戦

3
2
年
後
の
1
9
7
7
年
3
月
1
0
日
、
戦

友
遺
族
団
に
よ
り
よ
う
や
く
こ
の
場
所
に

慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
慰
霊
碑
の
傍

ら
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
京
都
日
比
地
蔵
尊

保
存
会
有
志
に
よ
っ
て
地
蔵
菩
薩
像
も
築

か
れ
ま
し
た
。

最
後
に

慰
霊
祭
に
際
し
お
供
え
、
献
酒
を
頂
い
た
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
セ
ナ
プ
ロ
ケ
ミ
カ
ル
様

に
お
き
ま
し
て
は
毎
年
の
進
行
役
を
務
め

て
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
お
越

し
に
な
れ
な
か
っ
た
遺
族
の
方
々
か
ら
も

お
礼
の
連
絡
を
頂
き
改
め
て
継
続
す
る
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

セ
ブ
日
本
人
会
理
事
一
同

お墓参りのご案内

秋のお墓参りを下記の如く予定しておりますので、皆様のご参列をお待ちしています。

日時：9 月 24 日 ( 日曜日 )　午前 10 時頃から 20~30 分の予定。

雨天決行。

場所：リロアン、セブ日本人会墓地。リロアン町 Calero Memorial Estates-Cebu 墓地内。

2017 年 9 月現在セブ日本人墓地には、10 柱が収められています。

軽装で結構です。お花、仏具、お飲み物 ( ミネラルウォーター ) は日本人会で用意致します。

参加される方は下記の道順を御参照下さい。

マクタン島からですとニューブリッジを渡り、最初の交差点（右に Phoenix 左に

Total ガソリンスタンド）を右折し、リロアン方向へ。

橋を越えて直進。約 4 キロ（5 ～ 7 分）で左右に小さいマーケットが見えます。

（橋から約 1.5km の右側に Phoenix ガソリンスタンド有る交差点は違いますので、

くれぐれもお間違えの無い様に。墓地へ行く交差点はもっと先です )

墓地に行く交差点左に、セブンイレブンと Bea’s bake shop の看板が見えます。

その小さくてゴミゴミした交差点を右折し、約 1 キロで左折する未舗装の悪路が見えます。

そこを左折し悪路を 200m 程進むと右側に “Calero Memorial Estates-Cebu” の看板が見え

ますので、そのグリーンのゲートを入いると墓地です。

緩い上り坂を道なりに右カーブを過ぎて突き当り右が、日本人墓地。

白っぽい日除けテントと、水色の低い壁が目印です。

9 月無料医療相談
 マニラ日本人会診療所の日本人医師、菊地先生に
セブにお出でいただきます。
日時 : 9 月 23 日 ( 土 )
        午前９時半～午後４時半
場所 : セブ日本人会事務所
予約 : 9 月 21 日までに事務局に電話でお申し出下さい。
対象 : セブ日本人会、セブ日本人商工会議所会員および
その家族の方となっております。
普段健康診断などを行っていない方、持病をお持ちの方、
現地フィリピン人医師との意思疎通に困っている方など
是非この機会に受診されることをお勧めします。受診の
際には血液検査の結果や診断書、お薬手帳などお持ちに
なるとより一層詳しく問診が受けれます。
●菊地宏久医師
  福島県出身。青年海外協力隊の数学教員として 1980
年、フィリピンに派遣される。フィリピン人医師との出
会いが機となり、帰国後は高知医科大学、東京大学大学
院で医学を学ぶ。海外邦人医療基金の派遣で 2004 年～
2007 年の間ジャカルタにて医療活動に従事。インドネ
シアでのテロや大地震の体験を通し災害医療の重要さを
実感する。東日本大震災の避難所にも赴く。2010 年 4
月よりマニラ日本人会診療所勤務。専門は救急・循環器科・

感染症・航空医学。マニラプライマー誌より抜粋
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セ
ブ
観
音
戦
没
者
慰
霊
祭
挨
拶
文

                                 

平
成
2
9
年
8
月
1
5
日

            

日
本
人
会
会
長　

櫻
井　

絹
恵

本
日
は
セ
ブ
観
音
で
の
戦
没
者
慰
霊
祭
に
御
参
列
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

8
月
1
5
日
は
世
界
各
地
で
慰

霊
祭
が
開
催
さ
れ
、
戦
没
さ
れ
た
方
々
の
霊
に
祈
り
を
捧
げ
る
と

共
に
2
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
平
和
へ
の
誓
い

を
立
て
る
日
で
す
。
今
年
で
戦
後
7
2
年
が
経
過
し
、
私
を
含
め

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
然
し
乍
ら
、

私
達
一
人
一
人
は
太
平
洋
戦
争
の
無
惨
な
歴
史
を
認
識
し
、
後
世

に
絶
対
に
同
じ
様
な
悲
劇
を
起
こ
さ
な
い
様
に
伝
え
る
使
命
が
あ

り
ま
す
。 

昨
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
国
交
正
常
化
6
0
周
年

で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
国
賓
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
公
式
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
両
陛
下
は
先
の
大
戦
で
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
慰
霊
を
心
よ
り
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
戦
士
者
が
祀
ら
れ
る
無
名
戦
士
の
墓
、 

ま
た
カ
リ
ラ
ヤ
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
没
者
慰
霊
碑
を
お
参
り
に
な
ら
れ
慰
霊
の
比
国
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
報
道
を
見
た
私
ど
も
ま
で
真
摯
に
両
陛

下
の
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。 
日
本
は
1
9
4
1

年
1
2
月
に
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
将
来
の

独
立
を
約
束
す
る
と
い
っ
て
占
領
し
ま
し
た
。
国
内
内
情
を
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
日
本
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
占
領
当
初
は
、
ア
メ
リ

カ
軍
に
は
ア
メ
リ
カ
人
兵
士
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
兵
士
が
お
り
ま
し

た
。
占
領
後
に
ゲ
リ
ラ
化
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
兵
が
民
衆
に
紛
れ
日

本
軍
を
襲
い
、
日
本
兵
は
民
衆
と
ゲ
リ
ラ
の
見
分
け
が
つ
か
ず
混

乱
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
般
人
は
ゲ
リ
ラ
と
日
本
軍
の
板
挟
み
に

な
り
大
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
軍
に
追

わ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
退
却
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
海
上
か
ら
武

器
や
資
金
を
提
供
し
、
強
硬
に
な
っ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
ゲ
リ
ラ

と
日
本
軍
の
と
の
戦
い
は
更
に
泥
沼
化
し
、
地
獄
の
戦
い
と
化
し

て
行
き
ま
し
た
。
レ
イ
テ
島
や
セ
ブ
島
を
始
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
全

土
で
過
酷
で
悲
惨
な
戦
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
東

南
ア
ジ
ア
の
沖
縄
と
も
言
わ
れ
、
外
地
で
は
最
大
の
5
1
万
8
千

人
を
超
え
る
日
本
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の

人
口
1
6
3
0
万
人
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
死
者
は
1
1
1
万
に

及
ん
で
い
て
、
当
時
の
国
民
の
1
6
人
に
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
日
本
で
は
余
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
誰
も
望
ん
で
い

な
か
っ
た
戦
争
に
何
故
多
く
の
人
々
が
戦
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

た
の
か
、
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
独
立
間
近
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
日
本
が
進
軍
し
た
故
の
悲
し
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。 

ア
キ
ノ

大
統
領
主
催
の
晩
餐
会
で
の
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
で
す
。「
貴
国

国
内
に
お
い
て
日
米
両
国
間
の
熾
烈
な
戦
闘
が
行
わ
れ
、
貴
国
の

多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
傷
つ
き
ま
し
た
。
私
ど
も
日
本
人
が
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
」
御
言
葉
に
は
陛
下
の
思
い
が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
時
の
流
れ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の「
許
す
」

と
い
う
寛
大
さ
に
甘
え
る
事
な
く
過
去
を
心
に
刻
む
事
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
忘
れ
て
い
け
な
い
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
は
戦
前
、
戦
中
、
当
時
の
貧
し
か
っ
た
日
本
か
ら
多
く
の
日
本

人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
り
商
売
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
を
行

い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
と
結
婚
し
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
た
事
で

す
。
し
か
し
戦
争
に
よ
り
全
て
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

戦
争
の
混
乱
中
、
民
間
人
で
も
日
本
人
と
い
う
だ
け
で
虐
殺
さ
れ

た
時
代
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
ま
で
も
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後

も
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
隠
し
て
必
死
に
生
き
延
び
日

系
人
の
方
々
の
御
苦
労
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
非
情
な
も
の
で

す
。
本
日
は
セ
ブ
日
系
人
会
の
会
長
、
副
会
長
に
御
出
席
頂
い
て

お
り
ま
す
。
戦
中
、
戦
後
大
変
な
苦
労
な
さ
っ
た
日
系
人
の
皆
様

の
御
心
労
を
お
察
し
致
し
ま
す
。 

私
の
故
郷
、
鹿
児
島
で
は
知

覧
と
鹿
屋
の
特
攻
隊
基
地
が
あ
り
、
お
国
の
為
に
若
き
し
て
散
っ

て
い
っ
た
2
0
歳
前
後
の
特
攻
隊
員
の
霊
に
祈
り
続
け
て
い
ま

す
。
2
人
の
息
子
を
持
つ
私
に
は
母
と
し
て
彼
ら
の
思
い
が
痛
い

ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。
私
は
非
国
民
と
呼
ば
れ
て
も
愛
す
る
息
子
達

を
絶
対
に
戦
場
に
行
か
せ
な
い
。
ど
の
母
も
同
じ
気
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
I
T
パ
ー
ク
の
ラ
ホ
グ
飛
行
場
よ
り

神
風
特
別
攻
撃
隊
第
1
号
機
が
昭
和
1
9
年
1
0
月
2
1
日
3
機

で
出
撃
し
ま
し
た
。
I
T
パ
ー
ク
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ホ

テ
ル
に
続
く
道
路
が
、
大
日
本
帝
国
海
軍
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い

た
滑
走
路
で
す
。
私
が
3
4
年
前
に
来
た
当
時
は
ま
だ
ラ
ホ
グ
飛

行
場
と
し
て
機
能
し
て
い
て
、
セ
ス
ナ
機
が
飛
ん
で
お
り
当
時
の

面
影
が
あ
り
ま
し
た
。 

北
朝
鮮
は
I
C
B
M
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
な
ど
の
挑
発
行
為
を
続
け
、
グ
ア
ム
沖
に
向
け
ミ
サ
イ
ル
を
4

発
の
発
射
す
る
計
画
を
予
告
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
島
根
や
高
知

上
空
を
通
過
す
る
経
路
は
我
が
国
日
本
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は

な
い
深
刻
な
状
況
で
す
。
有
言
実
行
の
北
朝
鮮
の
キ
ム
委
員
長
と

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
巡
り
挑
発
の
応
酬

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
い
ざ
核
を
使
え
ば
、
人
類
の
存
亡
や
環

境
に
と
っ
て
不
可
逆
的
な
地
球
規
模
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
７
２
年
を
迎
え
、
核
廃
絶
運
動

は
新
た
な
地
平
に
立
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
を
非
合
法
化
す
る
史

上
初
の
国
際
法
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
７
月
に
国
連
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
核
保
有

国
な
ど
と
共
に
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
下
に
あ
る
為
に
参
加
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
被
爆
国
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
真
っ
先
に
署
名
し
な
い

と
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
大
変
残
念
で
す
。
昨
年
は
オ
バ
マ
前
大

統
領
が
被
爆
地
広
島
を
訪
れ
、
原
爆
投
下
国
と
し
て
第
二
次
世
界

大
戦
の
全
て
の
犠
牲
者
に
追
悼
の
意
を
示
し
ま
し
た
。
2
羽
の
折

り
鶴
を
自
ら
折
ら
れ
、
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
た
事
は
世
界
中
か
ら

高
く
絵
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
被
爆
国
日
本
は
「
核
な
き
世
界
」
を

主
導
し
国
際
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
切
に
思
い
ま
す
。 

私

達
一
人
一
人
が
出
来
る
事
は
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、
後
世
に
二

度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
決
意
を
伝
え
る
事
で
す
。
こ
こ
に
永
遠

の
平
和
を
祈
る
と
共
に
、
先
の
大
戦
で
命
を
落
と
さ
れ
た
全
て
の

方
々
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

大
盛
況
の
土
曜
市
（
ミ
ニ
盆
踊
り
大
会
）                             

セ
ブ
日
本
人
会
・
企
画
運
営
担
当　

山
中
博

去
る
８
月
１
２
日
の
土
曜
日
午
後
4
時
～
午
後
9
時
ま
で
、 

場
所

は
I
P
I
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
J
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

近
く
）
で
「
土
曜
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
ん
と
５
０
０
名
を

超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ
ん

の
出
店
が
並
び
、
餅
つ
き
、
ズ
ン
バ
、
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、

超
豪
華
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

２
０
１
７
年
度
か
ら
盆
踊
り
大
会
が
５
月
開
催
に
な
っ
た
た
め
、

今
回
は
８
月
に
行
わ
れ
る
こ
の
土
曜
市
を
「
ミ
ニ
盆
踊
り
大
会
」

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
入
場
料
は
無
料
で
、ス
イ
ミ
ン
グ
・
プ
ー

ル
（
お
子
様
用
の
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
）
が
施
設
内
に
あ
り
、
自

由
に
泳
げ
ま
す
。
こ
の
土
曜
市
は
、
日
本
人
同
士
が
新
た
な
素
敵

な
交
流
の
機
会
と
な
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
セ
ブ

在
住
者
や
留
学
生
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
沢
山
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
に
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
の
場
◆

セ
ブ
島
で
既
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
方
々
も
た
く
さ
ん
ご
訪

問
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
現
地
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ

た
い
方
や
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
、
ト
ラ
ブ
ル
対
策
、
学
校
運

営
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
、
レ
ス
ト
ラ
ン
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ
た

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◆
留
学
生
同
士
の
交
流
◆

当
日
は
留
学
生
の
方
も
た
く
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

校
で
留
学
し
て
い
る
方
と
の
交
流
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
講
師
と
の
素

敵
な
交
流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

◆
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◆

1
6
:
0
0	

★	

土
曜
市
開
始 

★

1
6
;
3
0	

①	

会
長,
領
事
事
務
所　

鶴
岡
所
長
よ

り
開
会
の
お
言
葉

1
7
:
0
0	

②	

D
A
R
E
D
E
M
O 

K
I
D
S
国

歌
斉
唱

1
7
:
3
0	

③	

餅
つ
き
大
会

1
8
:
0
0	

④	

ズ
ン
バ

1
9
:
0
0	

⑤	
 

出
店
者
様
ご
紹
介

1
9
:
3
0	

⑥	
 

コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
:
0
0	

⑦	
 

超
豪
華
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

M
C
：
山
中
博
（
誰
で
も
ヒ
ー
ロ
ー
代
表
）

◆
②
セ
ブ
島
の
社
会
問
題
に
目
を
向
け
る
機
会
◆

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
D
A
R
E
D
E
M
O 

H
E
R
O
（
誰
で
も
ヒ
ー
ロ
ー
）
の
貧
困
層
の
子
供
た
ち
に
よ
る

歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ブ
島
に

お
け
る
社
会
問
題
に
目
を
向
け
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

◆
③
餅
つ
き
大
会
◆

日
本
の
お
祭
り
と
「
餅
つ
き
」
で
す
。
餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

お
待
ち
か
ね
の
試
食
タ
イ
ム
で
す
。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
格
別
で

す
。
醤
油
・
き
な
こ
・
お
ろ
し
ポ
ン
酢
の
３
つ
の
味
を
楽
し
め
ま

し
た
。
次
回
は
皆
様
も
是
非
ご
参
加
&
ご
試
食
く
だ
さ
い
。

◆
④
ズ
ン
バ
◆

ホ
リ
デ
ー
ス
パ
で
大
人
気
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ズ
ン
バ

ダ
ン
ス
！
大
盛
り
上
が
り
で
約
1
時
間
に
も
及
ぶ
ダ
ン
ス
は
時
間

を
忘
れ
る
ほ
ど
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
そ
の
後
、
空
腹
を
満
た

す
た
め
に
飲
食
ブ
ー
ス
、
ま
た
は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
プ
ー

ル
へ
直
行
で
し
た
。

◆
⑤
出
店
協
力
◆

食
事
は
セ
ブ
島
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
る
お
店
を
中
心
に

屋
台
の
出
店
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
の
出
店

も
数
多
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
こ
の
お
店
も
大
盛
況
で
し

た
。

◆
⑦
超
豪
華
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
◆

当
日
は
超
豪
華
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子

供
ま
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

【
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
豪
華
賞
品
の
一
部
】

・
C
O
S
T
A
B
E
L
L
A
（
G
C
-S
u
n
d
a
y 

B
u
f
f
e
t 

L
u
n
c
h 

f
o
r 

2 

P
e
r
s
o
n
s
）

・
M
A
R
I
B
A
G
O 

B
L
U
E 

W
A
T
E
R 

（
D
a
y 

t
o
u
r 

f
o
r 

2 

p
e
r
s
o
n
s
）

・
M
a
r
c
o 

P
o
l
o 

（
O
F
W
O
R
T
H 

1
5
0
0 

M
E
A
L 

T
I
C
K
E
T 

I
N
C
L
U
D
I
N
G 

B
U
F
F
E
T
）

・
K
S
B 

T
r
a
v
e
l 

a
n
d 

T
o
u
r
s 

（
C
e
b
u
/

T
a
i
p
e
/
C
e
b
u 

C
e
b
u 

P
a
c
i
f
i
c 

f
l
i
g
h
t 

t
i
c
k
e
t
）

・
J 

p
a
r
k 

I
s
l
a
n
d
（
O
N
E 

N
I
G
H
T 

S
T
A
Y 

I
N 

A 

D
E
L
U
X 

O
C
E
A
N 

R
O
O
M
）

・
M
õ
v
e
n
p
i
c
k
（
C
o
m
p
l
i
m
e
n
t
a
r
y 

T
h
e
m
e
d 

D
i
n
n
e
r
s 

f
o
r 

2 

p
e
r
s
o
n
s 

a
t 

S
a
i
l
s 

R
e
s
t
a
u
r
a
n
t
）（
C
o
m
p
l
i
m
e
n
t
a
r
y 

B
a
l
e
a
r
i
c 

D
i
n
n
e
r 

f
o
r 

2 

p
e
r
s
o
n
s 

a
t 

o
u
r 

I
b
i
z
a 

B
e
a
c
h 

C
l
u
b
）

・
A
L
F
H
E
I
M
（
O
V
E
R 

N
I
G
H
T 

S
T
A
Y 

F
O
R 

2
P
E
R
S
O
N
S 

W
I
T
H 

B
R
E
A
K
F
A
S
T
）

・
M
A
N
T
A 

A
Q
U
A 

S
P
O
R
T
S
（
F
R
E
E 

D
I
V
I
N
G 

A
T 

M
A
N
T
A 

A
Q
U
A 

S
P
O
R
T
S
）

・
C
r
o
w
n 

R
e
g
e
n
c
y 

h
o
t
e
l

（
o
n
e 

b
e
d
r
o
o
m
(
s
t
a
n
d
a
r
d
) 

a
c
c
o
m
m
o
d
a
t
i
o
n 

f
o
r 

t
o
w 

w
i
t
h 

b
r
e
a
k
f
a
s
t
）

・
S
k
y 

w
a
t
e
r 

p
a
r
k 

（
F
r
e
e 

a
c
o
m
i
s
s
i
o
n
）

・
R
U
B
I 

R
E
S
O
R
T
（
J
I
N
B
E
I 

T
O
U
R
）

そ
の
他
多
数
の
豪
華
オ
ー
ク
シ
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にほんご人をつなげたい
新谷　知佳

　セブに来て 5 ヶ月がたちました。海外での生活は、日本語教師として行ったタイとトルコ、そして短期留学で行ったデンマークを含めると 4 カ国目になります。偶
然ですが、タイもトルコもそして今回のフィリピンも首都ではなく地方都市です。日本では大阪にしか住んだことのなかった私が、20 歳でタイに渡った際には、異文
化の中での生活に苦労し、衝突の絶えない日々でした。しかし、その後いろいろな国を経験する中で、図太くなったというか、精神面で鍛えられ、少しのことでは動
揺しないようになりました。セブでの生活は、時間が読めなかったり、移動がスムーズにいかなかったりと、不便さを感じることも多いですが、セブの人たちのおお
らかさ、ノリの良さに元気をもらい、楽しく仕事をしています。今の仕事は、日本の国際交流基金の派遣で、ヴィサヤ地域の日本語教育アドバイザーとして、日本語
教育活性化に取り組むことです。現在の仕事を知るきっかけになったのが、学生時代に参加した研修旅行でした。教授企画のその旅行は世界各国で活躍している先輩
方を訪ね、その教育機関や学習者と交流することを主な目的にしています。在学中に計 5 回参加しましたが、大学１年生ではじめて参加した回の行き先がインドネシ
アとフィリピン（マニラ）でした。はじめて海外で日本語を学んでいる人に会い、はじめて海外で日本語教師として働いている人に会い、何もかもが新鮮で刺激的だっ
たのを今でも覚えています。そのときの訪問先の一つが現在の所属先である「国際交流基金マニラ日本文化センター」です。まさか本当に自分がそこで働くことにな
るとは当時思ってもいませんでしたが、今では何だか運命すら感じてしまいます。世界中にたくさん日本語を学んでいる人がいる中で、この仕事に就くきっかけとなっ
た旅行で訪れた地で働いているのですから。
　現在、ヴィサヤ地域では 11 の公立高校で日本語プログラムが実施されています。セブ市内だけではなく、ボホールやダナオでも行われています。私の業務の一つが、
それらの高校に所属する先生達を対象とした研修を実施したり、各高校を訪問したりすることです。研修は３年間のプログラムで、現在は４期生の２年目研修を実施
中です。毎月各地からセブ市内の研修施設に集まり、日本語や教授法などを学んでいます。ヴィサヤ語、英語、フィリピン語の３言語を操る先生達ですから、日本語
にも抵抗感を感じることなくのびのびと学んでいる印象を受けます。先生達は何事にも全力で取り組み、一つ一つの授業がとても盛り上がり、研修実施側も楽しませ
てもらっています。高校訪問では、日帰りでバランバンに行ったり、船に乗ってボホールに行ったりとハードスケジュールなことも多いですが、日本語を学んでいる
高校生達はその若さゆえに先生達以上にパワフルで、ここでもやはりたくさんの力をもらえるので、不思議と帰路に疲れ果てているということがありません。今年度は、
日本語パートナーズとして３名がバランバン、ダナオ周辺、マクタン島内の計５校に派遣されており、高校における日本語教育をさらに盛り上げています。高校生の
うちに「日本語」という外国語に触れ、異文化を学んだ生徒たちが将来どんな活躍をしてくれるのか今から楽しみです。
　先日、「セブ！にほんご人の wa ！！〜 Japanese Language Education Network in CEBU 〜」という facebook ページを立ち上げました。「にほんご人」は日本
語でコミュニケーションをする人々の総称です。国籍に関係なく、国際社会において日本語を使って活動している人すべてを指します。ヴィサヤ地域の日本語教育の
特徴として、地域をリードするような大きな日本語教育機関があるわけではなく、小規模ながら高校、大学、語学学校、企業などさまざまな機関で行われているとい
う点が挙げられます。しかし、それ故に日本語を教えている人、学んでいる人同士のネットワークはあまり強くありません。そこで、そのような人達に情報を発信し、
つながる機会を作る場として、FB ページを作成しました。現在は教育機関の紹介が中心ですが、今後は日本語にもっと興味をもってもらえるようなコンテンツや集ま
れる場の情報を発信していけるよう、日々模索中です。オフラインで、日本語を教えている人、将来教えたい人が集まる場としては ANT-V（Association of Nihongo 
Teachers in the Visayas）という団体が毎月勉強会を開催しています。セブの盆おどりのカラオケコンテストを担当しているのもこの ANT-V です。メンバーは 20
名ほどで多くはありませんが、勉強会に参加しているメンバーは若い人も多く、今後のヴィサヤ地域の日本語教育を引っ張っていってくれる存在だと思っています。
FB ページの活用、そしてこの ANT-V メンバーとも協力しながら、更なるヴィサヤ地域の日本語教育活性化を目指して、日々を楽しみながら、取り組んでいきたいと
思います。

土曜市（ミニ盆踊り）写真集
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「健康に関する講演＆医療検査を終えて」
和歌山県立医科大学　保健看護学部　教授 森岡郁晴

　和歌山県立医科大学　保健看護学部の森岡郁晴です。
　セブの皆様方には、2 年前からインタビュー調査、質問紙調査にご協力をいただき、感謝しています。さらに今回、７月の講演会と医療検査で、皆様にお会いする機
会をいただきました。関係者の方に感謝しています。
　会場は新しい、というかまだ建設中の MAAYO MEDICAL でした。病院の立派な機材に驚きました。全施設がオープンになると、セブの皆さんだけでなく、多くの方々
の健康管理に役立つと確信しています。今回、MAAYO MEDICAL のご厚意にも感謝しています。
　血液検査、尿検査の結果はいかがでしたか。正常範囲で安心された方もいらっしゃるでしょうし、基準値を超えていた方もいらっしゃると思います。個別に相談さ
せていただいた方もいらっしゃいますが、基準値を超えているような場合は放置せず、３か月後ぐらいに再検査をお勧めします。
　健康講演会はいかがでしたか。当初は「参加していただいた方の相談を中心に」ということでしたので、十分な準備をしないまま、セブに来てしまいました。前夜
の打ち合わせで講演もすることになり、急きょ準備いたしました。そのため、スライド等にお見苦しい点があったこと、資料を配布できなかったことは、申し訳あり
ませんでした。
　健康講演会は、できる限りわかりやすく、皆さんの健康のお役に立つことを念頭において計画させていただきました。参加いただいた方からの質問があり、楽しく
お話しさせていただきました。参加者の方のブログには「教授と言うより落語家の様な？」と書かれていました。参会者にとっても、堅苦しい話になりがちな健康講
演会を楽しくお聞きいただいたのであれば幸いです。
　健康講演会でデング熱のお話をさせていただきました。すると、ワクチンの質問を受けました。そこで、少し説明させていただくと、デング熱は蚊が媒介するウイ
ルス感染症で、感染によりインフルエンザ様の症状が出ます。時には、重症型のデング熱と呼ばれる、死に至ることがある合併症を引き起こします。重症型のデング
熱は、小児の間で深刻な病態や死亡の主原因となっています。
　デング熱に効果的な治療法はありません。しかし、早期発見と適切に医療機関を受診することにより、死亡率を低下させることができます。デング熱の予防と制御は、
媒介する蚊の駆除対策に依存します。デング熱のワクチンが、フィリピンでは認可され、9 歳から 45 歳の人々には使用されるようになりました。日本では、まだ認可
されていません。
　私達がセブを訪れるようになったのは、今お住まいの方々に、生活や健康・医療に関連する情報をお聞きして、それらをまとめて、共有したいと考えたからです。
このような情報は、今お住まいの方々の役に立つことは間違いありませんし、これから赴任する方々にとっても、有意義な情報になると確信しています。
　さらに、このような情報は、保健医療の専門家が皆さんの支援を考えるに当たり、貴重な資料になります。なぜなら、私が調べた範囲では、このような資料は他に
見当たりませんでした。そこで、今回もアンケートを実施させていただきました。次の機会にはまとめた成果をお話しさせていただきます。

企業見学会 進水式のお知らせ

来る 10 月 3 日（火）午前 11 時 30 分セブ島西部にある常石造船様にて
3 万 8 千トン型貨物船の　進水式が行われます。
セブ日本人会では観覧希望の方を募集しています。

日時 :10 月 3 日（火）午前 7 時　日本人会事務所駐車場　集合・出発
　　　　　　　　　   午後 4 時頃 日本人会事務所駐車場　解散予定
定員 :23 名
費用：昼食費として 1 人 500 ペソ
進水式のほかバランバンの学校、病院、市場なども見学予定です。

このような体験は滅多にできませんのでこの機会に皆様のご参加をお待
ちしております。
セブ日本人会、商工会会員並びにご家族の方を優先としますが会員以外
の方の参加も大歓迎です。

参加ご希望の方はセブ日本人会事務所 : 電話 :032-343-8066( お電話で
の日本語対応は月曜日のみ。（火〜土曜日は英語の対応となります )
Email:info@ja-cebu.com
恐れ入りますが定員になり次第受付を締め切りさせて頂きますので
ご了承の程よろしくお願いします。
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＜セブでホリエモン祭を開催します！＞
セブ日本人会　副会長　藤岡頼光

セブ日本人会の皆様こんにちは。副会長をやらせて頂いている藤岡頼光です。
この度、なんと！！！あの日本を代表する起業家・堀江貴文さんをセブにお呼
びしホリエモン祭というイベントを、セブで開催することになりました！
堀江貴文さんといえば、かつてはライブドアという一部上場企業の経営者であ
りながらプロ野球球団の買収・テレビ局の買収・政治家への出馬からの投獄を
経験され、現在では日本を代表するオンラインサロンの主宰や、民間初の宇宙
ロケット事業を展開されるなど、大変幅広いご活躍をされている方です。
日本国内では、数十冊出版されてる本の大半がベストセラーを記録、そして全
国で主催されている「ホリエモン祭」というイベントでは、毎回数百人〜１万
人を動員し、全国の起業家や起業志望家のハートに最も熱い火を灯している
方・・・！
そして今回！なんとその「ホリエモン祭」が、ついに海外へと初進出を致します！
それも！私の愛するセブ島での開催が、このたび決定致しました！！！
場所はマクタン島のマリバゴにある QQEnglish のシーフロント校で行います。日程は２０１７年の１１月４日（土）です。日本では３連休の中日に当たるこの日に、
日本から大量の日本人を呼び込もうという魂胆です（笑）
当日の企画も、とても熱いです！堀江貴文さんを始めとした日本を代表する「豪華ゲストとの対談トークショー」や、セブでしか実現しない圧倒的な「降りそそぐ花
火体験」そして世界のクラブシーンを牽引するような音・光・泡・炎・・・全てを詰め込んで圧倒的な規模で開催する「近未来型ビーチフェス」・・・
その他、今話題のセブ英語留学やクラウドファウンディングなどのコンテンツも目白押しです。ちなみにセブ英語留学とは、英語人口はアメリカ、イギリスに次いで
世界第三位という英語力を誇る上に人件費が破格なフィリピン人の採用による「レベルの高い英会話レッスンをリーズナブルに受講できる」ことを売りとして現在日
本や韓国を始めとして全世界で注目を浴びているサービスであり、英語需要が高まるなか費用対効果の高い留学先として非常に注目されています。日本人の英語力の
向上は、永遠の課題ですね！またクラウドファンディングとは、インターネットを活用し自分が実現したいことに必要な資金を集めるシステムであり、現在アメリカ
や日本を始めとした各国で、とても注目を集めています。今回のホリエモン祭では、日本での No1 シェアを誇る CAMPFIRE 社のメンバーを招き、成功の秘訣の相談
会を行って頂きます！そして今回！こんなにゴージャスな企画を貸切で眺めることができる VIP 席も用意する予定です。VIP 席は２０〜３０名の貸切（もちろんシャ
ンパンボトル付きです！）にて、WAGYUMAFIA の永山シェフ（http://www.wagyumafia.com/#product）による料理を心ゆくまでご堪能頂けます！ � その他、
会場内ではフィリピン伝統料理であるレチョンの調理やマグロ解体ショーも実施予定。目の前で繰り広げられる迫力ある調理を視覚的にもお楽しみください。その他、
日本を代表するような屋台も多数出店頂き、日本文化も大々的にアピールする予定です！
今回の祭りでは堀江さんや、堀江さんが主宰される 2,000 人を超えるメンバーが所属するオンラインサロン「HIU（堀江貴文イノベーション大学校 http://salon.
horiemon.com/）」のメンバーとのコラボにより開催します。これにより、WAOJE のことについては明るくないアジア進出への意欲を見せる学生や起業家のみなさ
んにも数百人単位でお越し頂く予定です！
皆様も常々感じられていることは思いますが、日本の学生や起業家は、能力はとても高いのに視野が狭い気がします。今回のイベントで、普段は海外に来る機会がな
いような方々にアジアの情熱を感じて頂くことで、日本でも、そしてアジア各国でも日本人の起業家精神に火を付けられればと思っております。ぜひ、アジアに興味
がある日本人の来場者に、皆様のアジアを生き抜いてきた知見をお伝えしたいと今から情熱をメラメラ燃やしております！日本の若者に胆力を！とお考えのセブ日本
人会の皆様にも、ぜひぜひお越し頂ければと思います！！！お問い合わせは　藤岡頼光（フジオカ　ライコウ）Raiko@qqeng.com or 09158944723 まで

　セブの訪問は５回目になると思います。スーパーを訪ねて、そして、フィリピン料理を食べて気が付いたことがあります。経験が少ないので間違っているかもしれ
ませんが、ご了承ください。
　フィリピン料理は豚や鶏肉が多く、油っこかったり、甘い味付けだったりして、エネルギー（カロリー）が多いような気がしました。また、野菜類が少ない気がしました。
日本の様にある程度栄養バランスの取れた料理を見つけることが難しいように思いました。
　クリスピーパタなどの豚料理はとても美味しいですが、脂分が多いように思います。よく食べている方で中性脂肪、コレステロールが高いような方は、その回数を
減らすことをお勧めします。
　スーパーには野菜がたくさん並んでいましたので、レタス、トマト、キュウリなどの新鮮な野菜を購入して、普段の食事にサラダを添えることが必要かもしれません。
あるいは、野菜中心のフィリピン料理を選ぶことも大切かもしれませんね。
　一方、日本と異なり、マンゴーやバナナなどフルーツがたくさん並んでいます。私はお土産にドライマンゴーを買っています。私の周りでは、ドライマンゴーは好
評です。話は戻りますが、このようなフルーツを、ビタミン C などの栄養源として摂ることもいいかもしれません。
　運動も健康づくりには大切です。しかし、日本に比べて暑いので、運動中の熱中症には気をつける必要があります。運動する際は、こまめな水分補給をお忘れない
ようにしてください。さらに、日中の暑いときは避けることも大切ですが、睡眠不足、体調不良、深酒した翌日、朝食の欠食、下痢があるなどの場合は、熱中症にな
りやすいので、控えた方がいいでしょう。
　皆さんが健康でフィリピンでの生活を楽しんでいただけるのを応援したいと考えています。これからも宜しくお願いします
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第 5 回セブ島大運動会を終えて　
NPO 法人セブンスピリット　田中宏明

NPO 法人セブンスピリットでは毎年 2 回、一般社団法人スポーツフォーキッズジャパンとの共催で、
セブ島大運動会を開催しています。今回は過去最多となる 25 名の学生が日本にやってきて、8 月 15
日から 21 日の期間でセブンスピリットの子どもたち 65 名との運動会の企画、実施を行いました。
今回で第 5 回目となったセブ島大運動会ですが、参加者は関西、関東の大学生をはじめ、今回は高校
生も初参加。スポーツフォーキッズジャパンの代表であり、桐蔭横浜大学の准教授でもある渋倉先生が
中心となって日本国内でしっかりと準備を行い、さらにセブにやってきてからの練習を通して修正を行
いながら、セブの子どもたちに合った運動会を実施しました。
普段、運動や体育といった面で十分な教育を受けられていない、またそういった機会に恵まれないセブ
の子どもたちにとって、この約一週間はとても貴重な日々となります。日本の学生や仲間たちとチーム
を組み、ともに練習し、一致団結して勝利を目指す。こういった過程の中から子どもたちは多くのこと
を学びます。自分勝手に、好き勝手に動くのではなく、チームとして成功するためにはなにが大切なの
か。集団の中で自分の果たせる役割はなんなのか。そうやって考える機会こそが子どもたちを無意識の
うちに、楽しみながら成長へと導いていきます。
一方、日本からくる参加者のなかには、将来、スポーツのコーチを目指している学生もいます。コーチでなくとも、スポーツを愛し、スポーツを通して地域や社会に貢
献をしたいと考えている参加者が多く、コーチ育成、リーダーシップ育成という観点から参加者にとって学びの多い実践の場となります。言葉がしっかりと通じない異
国の子どもたちが相手だからこそ、口頭での説明だけではなくそれ以上のコミュニケーションが必要になりますし、実際に日本で考えてきた種目がセブの子どもたちに
合わず、失敗の中から学んで修正をし、成功に導いていくといった過程の中で、コーチングについて学ぶこともあります。
また、運動会の実施だけでなく、セブのスラム地域訪問や、公立、私立小学校の体育授業に参加させてもらったりと、日本とフィリピンとの生活や文化、教育の違いに
触れることで、視野が広がる参加者がたくさんいます。事実、これまで一週間のプログラムを終えて日本に戻ったことで人生を見つめなおし、世界に向けての様々なア
クションを起こし始める学生が後を絶ちません。

僕たちはセブ島の子どもたちに向けた教育支援活動を行っていますが、そこを起点としながらも、日
本の、フィリピンの若い世代にも影響を及ぼし、ともに考えて行動していけるような取り組みをこれ
からも続けていきたいと考えています。
当日は子どもたちの両親も応援にかけつけて、笑いあり、興奮ありのとても盛大な運動会になりまし
た。その日の様子を楽しそうに振り返りながら家族と手をつないで帰っていく子どもたち。やりきっ
た充実感、子どもたちとのつながりに感動して涙を流した日本の学生たち。そのどちらにとっても、
今後の人生につながる良い経験になったと思います。今後もそういった学びの機会をつくるべく、第
10 回、20 回と、このセブ島大運動会を継続していければと思っています。

セブ日本人会の協賛店であるセブンスピリットが来る 9 月 9 日（土）SM SEASIDE CITY で午後 5 時から 9 月 10 日（日）セブ州庁舎で午後 3 時より地元のオー
ケストラとコンサートをいたします。入場料無料です。セブ島では四季が感じられませんが日本の 9 月と言えば季節は秋です。食欲の秋、読書の秋、音楽の秋など
と言われていますがここ常夏のセブ島でも皆さん音楽の秋を味わえることが出来ますので是非鑑賞しに来てはいかがでしょうか？担当：セブンスピリット　永田　
09395993066 まで。
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■食材店
町屋マート

■ホテル・ビーチリゾート
Movenpick Hotel Mactan Island Cebu
Shangri-La's Mactan Resort and Spa Cebu
Marco Polo Plaza Cebu Hotel
Waterfront Cebu City Hotel
Waterfront Airport Hotel
Waterfront Insular Hotel Davao
Jpark Island Resort & Waterpark Cebu
Crimson Resort and Spa Mactan 
Maribago Bluewater
Blue water SUMILON ISLAND
Blue water PANGLAO BEACH
Lubi Resort Santander
Anemone Resort and Tours Cebu
Cebu City Marriott Hotel
Radisson blu Cebu

■ダイビング・マリンスポーツ
アクアマリンオーシャンツアーズ
( マリンアクティビティ）

ブダンディン・マリン・ダイバー

アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
 マクタン店
 サンタンダー店
 モアルボアル店
 ボホール店

■飲食店
【セブ市】
遊々亭（和食）
はる / 旧さっちゃん（お好み焼き）
 タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
Jazz'n Bluz（レストバー）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空 / やきとり備長炭
秋田 /AKITA ( 和食 )
Mio Cafe and Restaurant
( フィリピン料理）
韓陽苑（焼肉レストラン）

■旅する
フレンドシップツアーズ

■飲食店
【マンダウエ市】
神楽（和食）
らーめん野武士（ラーメン）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）
HAPPY SUMO( 和食 )
Tao Yuan( 中華料理 )
松之屋 ( 和食 )

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

■美容・健康
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）
スマイルデンタル（歯医者）
Japanese Tea Lounge( マッサージ）

■レジャー・スポーツ
セブトップ

（遊覧飛行、体験飛行）

■その他
Character Studio

（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー ( ボランティア )
NPO セブンスピリット /Sevnsprit（ボラン
ティア）
ジャパン支援センター（退職者ビザサポート）
QQ English ( 英会話学校）
D'Tratou Cebu( 翻訳業務 )
Sky Water Park( プール＆レストラン )
Wabi Linkage Corporation( 翻訳業務 )

割引き、もしくは特別サービス御座います。
必ず会員証をご持参ください

セブ日本人会　協賛店 / 協賛ホテル一覧

便利な ID カード

セブ日本人会では 2 年に 1 度会員の皆様に配布している ID カードを更新しています。ID カードは協賛店 / 協賛ホテル
からかなりお得な特典を受ける事が出来きます。更に緊急時の連絡先や簡単な身分証明としても使用可能です。会員に
とってはかなりのメリットを受けれますので　是非皆様 ID カードの手続きにご協力ください。

未だ ID カードの手続きをされていない会員の方もこの機会に取得されることをお勧めします。ID カードの更新、新規
は無料です。紛失などで再発行の　場合は実費費用負担をお願いしています。負担額は 200 ペソです。

■飲食店
【セブ市】
幸 全店 ( 日本食レストラン）
麻布（日本食レストラン）
一力茶屋（日本食レストラン）
Canvas Bistro Bar & Gallery( 洋食 )
Circa 1900( 洋食 )
一路発 ( ラーメン )
但馬屋 ( 焼肉 )

広告募集中です。セブ島通信の発行費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。
【広告代金】①　3 分の１　２段　　800 ペソ

②　2 分の１　２段　1,200 ペソ
③　3 分の 2　 2 段　1,600 ペソ
④　全幅  　　 ２段　2,400 ペソ

【お願い】①　最低 6 ヶ月は継続してください。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払は前払原則です。
④　完成した原稿をお持ちください。

【お申込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032-343-8066
FAX： 032-343-7663
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広告掲載募集

★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、
    お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を
    公募しております。

現在セブでは 41箇所
に設置済みです
日本と同じでリモート
一つでテレビが観れる

032-492-1953
0917-622-9863

A コース（民放８チャンネル）
　　　　　　　　　₱18000 / 年

B コース（民放 ,WOWOW,BS）
　　　　　　　　　₱27000 / 年

SHIRONA MART
シロナマート

電話番号：032-492-1953
営業時間：11：00 ‒ 21：00
住所：
1F Sebastien Hotel,  M.L. Quezon National Highway, 
Lapu-Lapu City
( マクタンニュータウンゲートすぐ横、セバスチャンホテル 1 階です )

FOR SALE
アルタビスタ・ゴルフ・アンド・カントリー
クラブの B クラスシェアを販売希望です。
外国国籍の方向きです。
価格：₱ 450,000 ( 交渉可、税別 )
必要経費等は購入される方持ちになりま
す。
Share only. 'B' Class at Alta Vista Golf 
and Country Club - Good for foreigners 
to purchase.
₱ 450,000 negotiable.
The price indicated is net - all 
expenses are for the account of the 
buyer.
Contact: Henry 0917-720-7881 
( 連絡先 )

D’ Tratou Cebu Translation & Travel Assistance

・・・日英翻訳・・・

・・・遺族年金申込手続・・・

( 横浜市立大学文理学部英文科卒 鈴木了 )
(Document Translator): Rio Suzuki [MEL in Yokohama City Univ.]

✱公文書 / 証明書 (Official Documents / Certificates) ✱契約書等 (Contracts / Agreements)

✱仕様書 / マニュアル (Business Technical Specifications)

(Procedures for Pension Benefits to a Filipina family)
*Cedula, *BIR Cert, *Barangay Cert, *Child ID, etc.

( 日本国での担当：中原周太郎　行政士 )
Please feel free to inquire directly!

・・・法律相談・・・
(Legal Advice & Assistance)

フィリピン国弁護士による諸手続・法律相談
( 会社設立 (SEC・DTI)(Mepz 含む ) 養子縁組・離婚・その他訴訟 )

( 担当：弁護士  ダニロ シノブハン  日本語できます )
◆ Inquiry: Cell: 0917-7171-839. Tel & Fax: (032)263-0614

◆ Email: suzukicebu@yahoo.co.jp ◆Website:www.cebu-mactan.jp
www.mactanboy.com

最高のロケーション ( アヤラデパートまで徒歩７分 )・
フィットネスプール、TV, 調理器具、ダブルベッド、エ
アコン、ソファー、窓カーテンすべての生活用品が完備
しています。新築２年のスタジオタイプ。

契約書は日本語、日本での支払い可能
（日本人への賃貸希望）

セブでの連絡先・現地案内 (無料 )は 263-0614[ 鈴木 ]

にどうぞ！契約詳細等は大阪市在住の女性・竹田さん (所

有者 )に直接お問い合わせ頂きます。

[参考 ]：最小期限１年、月 4万 5千ペソ、長期契約は割引。

共有料金等は直接ご相談頂きます。

※その他リロアン町高級団地「ドロス不動産」に家屋所有。
竹田さんの母親の隠居家 (2F) ですが、フィリピンメード
だけだと不安なので一緒に住んでくれる日本女性 (夫妻
可 )を探しています。寝室 4部屋あり 3部屋、その他は
自由にお使いいただけます。家賃格安。ご相談ください。

--- 問い合わせ ---

--- 賃貸料 ---

◆ セブの問い合わせ：     0917-7171-839.  (032)263-0614
◆ Email: suzukicebu@yahoo.co.jp   www.cebu-mactan.jp

パジェットコンド・賃貸 ( 日本人所有 ) のご案内

電話：(032)495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349(日本語可)
場所：Anemone Resort 内
　　   Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆



【
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
巡
回
授
業
】

八
月
十
二
日
（
土
）
に
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校

の
教
諭
に
よ
る
巡
回
授
業
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
七
名
の
先
生
方
に
い
ら
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
小
学
三
・
四
年
生
書
道
」
永
安
寺
先
生

　

書
道
は
、
新
年
会
で
書
初
め
は
す
る
も
の

の
本
格
的
に
授
業
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で
は
小
学
三
年
生

か
ら
毛
筆
が
始
ま
り
ま
す
が
、
夏
休
み
の
間
、

一
時
帰
国
し
て
い
た
生
徒
も
お
り
、
日
本
で

や
っ
た
と
い
う
生
徒
も
お
り
ま
し
た
。

　

お
手
本
を
な
ぞ
り
、
ま
ず
は
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
や
筆
の
運
び
方
な
ど
を
体
験
し
、
最
後

に
半
紙
に
自
分
で
選
ん
だ
字
を
書
い
て
い
き

ま
し
た
。
最
初
に
書
い
た
字
よ
り
、
み
ん
な

み
ち
が
え
る
ほ
ど
う
ま
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
定
期
的
に
授
業
で
取
り
入
れ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
小
学
三
・
四
年
生
音
楽
」
林
先
生

　

ア
ン
コ
ル
ン
と
い
う
東
南
ア
ジ
ア
の
楽
器

を
使
っ
て
、
さ
く
ら
さ
く
ら
を
演
奏
し
ま
し

た
。
ひ
と
つ
ず
つ
ち
が
う
音
階
の
出
る
ア
ン

コ
ル
ン
を
ひ
と
つ
ず
つ
担
当
し
、
合
奏
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て
演
奏
し

ま
し
た
。

「
中
学
・
日
本
語
４
ク
ラ
ス
技
術
」

太
田
先
生

　

中
学
生
ク
ラ
ス
と
日
本
語
４
ク
ラ
ス
は
合

同
で
技
術
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
角
材
で

写
真
立
て
を
作
り
ま
し
た
。
の
こ
ぎ
り
を
初

め
て
使
っ
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
み

ん
な
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
小
学
一
年
生
音
楽
」
海
老
沢
先
生

　

単
元
は
、
あ
い
う
え
お
で
あ
そ
ぼ
う
。
タ

ン
バ
リ
ン
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
よ
く
、
こ
と
ば

の
お
も
し
ろ
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
ま
し

た
。

「
小
学
五
・
六
年
生　

理
科
」
岩
田
先
生

　

電
磁
石
の
し
く
み
を
理
解
し
、
電
磁
石
の

性
質
を
性
質
を
調
べ
る
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
学
年
が
ち
が
う
ク
ラ
ス
を
合
同
で
と
難

し
い
こ
と
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
両
学
年
の

生
徒
も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

「
小
学
二
年
生　

国
語
」
槇
本
先
生

　

単
元
は
お
お
き
く
な
あ
れ
。
詩
の
単
元
は

な
か
な
か
展
開
さ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
音
読
の
仕
方
を
工
夫
さ
せ
た
り
し

て
今
後
の
授
業
に
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。　

例
年
は
五
月
と
八
月
に
巡
回
授
業
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
五
月
は
現
地
校
が

夏
休
み
で
、
日
本
に
一
時
帰
国
し
て
い
る
生

徒
も
多
い
た
め
、
今
年
か
ら
八
月
と
一
月
に

変
更
し
ま
し
た
。

普
段
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
型
の
授
業

中
心
で
、
生
徒
た
ち
も
み
ん
な
興
味
津
々
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

授
業
の
後
、
先
生
方
と
補
習
校
講
師
と
昼
食

会
を
開
き
、
授
業
の
問
題
点
な
ど
個
別
に
相

談
を
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
授
業
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
七
夕
】

七
月
八
日
（
土
）
二
・
三
時
間
目
は
、
合
同

で
七
夕
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

短
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
ご
と
を
書
い
た

り
、
折
り
紙
で
笹
飾
り
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。

ま
た
今
年
は
、
み
ん
な
で
か
き
氷
を
作
り
ま

し
た
。
中
学
生
が
中
心
と
な
り
、
氷
を
削
り
、

こ
れ
ま
た
中
学
生
が
前
の
週
に
手
作
り
し
た

メ
ロ
ン
味
と
イ
チ
ゴ
味
の
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け

て
食
べ
ま
し
た
。
お
か
わ
り
を
す
る
生
徒
も

い
ま
し
た
。

【
理
科
実
験
】

七
月
二
十
九
日
の
二
時
間
目
に
、
全
ク
ラ
ス

で
理
科
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
で
雲
を
作
る
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
少
量
の
水
を
入
れ
、
線
香

の
煙
を
入
れ
ま
す
。
ふ
た
を
し
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
ぎ
ゅ
っ
と
つ
ぶ
し
て
パ
ッ
と
は
な
す

雲
が
で
き
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の
体

積
が
急
に
ふ
く
ら
む
こ
と
に
よ
り
、
中
の
空

気
の
圧
力
（
気
圧
）
が
急
に
下
が
り
ま
す
。

す
る
と
水
蒸
気
を
含
ん
だ
空
気
の
温
度
が
下

が
り
、
水
滴
と
な
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中

を
曇
ら
せ
ま
す
。

「
夕
焼
け
は
な
ぜ
赤
い
の
か
」

太
陽
の
光
に
は
色
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
七
つ
の
色
（
赤
、
オ
レ
ン
ジ
、

黄
色
、
緑
、
青
、
藍
色
、
紫
）
が
つ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
七
つ
の
光
は
、
地
球
を
と
り
ま

く
空
気
の
層
の
空
気
の
分
子
（
酸
素
や
ち
っ

素
な
ど
）
に
よ
っ
て
ち
ら
さ
れ
ま
す
。
七
つ

の
光
の
う
ち
、
赤
は
ち
り
に
く
く
、
紫
は
ち

ら
さ
れ
や
す
い
た
め
、
太
陽
が
沈
む
前
の
夕

方
に
な
る
と
太
陽
か
ら
の
光
が
通
る
空
気
の

層
の
長
さ
が
長
く
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
届

く
の
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
い
光
に
な
る
の
で
、

夕
焼
け
は
赤
い
の
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
た
く
さ
ん
入
れ
、

少
し
だ
け
牛
乳
を
混
ぜ
ま
す
。
そ
れ
を
横
に

し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
、
懐
中
電
灯
で

光
を
当
て
ま
す
。
懐
中
電
灯
か
ら
の
光
の
位

置
に
よ
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の
色
が

変
わ
る
こ
と
を
実
験
し
ま
し
た
。

「
空
気
砲
を
作
ろ
う
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
半
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ

で
切
り
、
半
分
に
切
っ
た
ゴ
ム
風
船
を
つ
け

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
口
を
あ
て
た
い
的

に
向
け
て
片
手
で
持
っ
て
、
風
船
の
ゴ
ム
の

部
分
を
引
っ
張
っ
て
放
す
と
、
的
は
倒
れ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
は
何
も
入
っ
て

な
い
け
れ
ど
、
空
気
の
か
た
ま
り
は
的
を
倒

す
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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広告掲載のお礼

この度フリーペーパー各社（セブトリップ、咲楽、セブポット様）のご厚意によ
り日本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。
この場を借りて御礼を申し上げます。

セブ日本人会　会長　櫻井絹恵

今
更
で
あ
る
が
、
私
の
名
前
は
水
野

摩
尼
（
み
ず
の
ま
に
）
と
い
う
。
尼

と
い
う
字
が
つ
い
て
い
る
が
、
実
家

が
寺
な
わ
け
で
は
な
い
。
あ
ま
り
興

味
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
名
前

に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
調
べ
た
こ
と
は

な
い
が
、
珍
し
い
名
前
だ
っ
た
の
で
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
「
マ
ミ
」
だ
の
「
マ

リ
」
だ
の
と
よ
く
ま
ち
が
え
ら
れ
た
。

あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
、
友
達

が
無
理
し
て
漢
字
を
書
こ
う
と
す
る

の
だ
が
、「
摩
」
が
悪
魔
の
「
魔
」
に

な
っ
て
い
た
り
す
る
の
は
よ
く
あ
る

こ
と
で
、「
尼
」
が
「
尻
（
し
り
）」

に
な
っ
て
い
た
り
、
極
め
つ
け
は
「
屁

（
へ
）」
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
年
賀

状
が
届
い
た
り
し
て
い
た
。
高
校
入

学
後
、
新
し
い
友
人
た
ち
に
名
前
の

由
来
を
聞
か
れ
、「
母
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
で
マ
ニ
ラ
で
生
ま
れ
た
か
ら
マ
ニ

な
ん
だ
。」
と
適
当
な
こ
と
を
言
っ
た

ら
、
そ
れ
を
三
年
間
信
じ
て
い
て
、

卒
業
式
に
ど
こ
か
ら
見
て
も
日
本
人

の
母
を
見
た
友
人
た
ち
が
、
よ
う
や

く
嘘
だ
っ
た
と
知
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
名
前
を
言
う
と
必
ず
聞

き
返
さ
れ
る
た
め
、
自
己
紹
介
を
す

る
の
は
本
当
に
嫌
だ
っ
た
。

そ
ん
な
私
が
セ
ブ
に
や
っ
て
来
て
、

名
前
を
言
っ
て
も
聞
き
返
さ
れ
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。
日
本
で
の
経
験

上
、
ど
う
し
て
も
「
ニ
」
を
強
調
し

て
し
ま
う
た
め
「
マ
ニ
ィ
」
と
言
っ

て
し
ま
う
か
ら
、
有
名
な
ボ
ク
シ
ン

グ
の
マ
ニ
ー
・
パ
ッ
キ
ャ
オ
と
同
じ

だ
ね
、
と
か
、
お
金
（
マ
ネ
ー
）
持

ち
な
の
か
と
か
ら
か
わ
れ
た
り
は
す

る
が
、
珍
し
い
名
前
だ
ね
、
だ
と
は

言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
で
も
「
M
A
N
N
Y
」
と
ス
ペ

ル
は
ち
が
う
が
、
聞
き
返
さ
れ
ず
に

注
文
し
た
飲
み
物
に
書
か
れ
て
出
て

く
る
。
こ
う
し
て
私
は
名
前
を
言
っ

て
聞
き
返
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
解

放
さ
れ
た
。

あ
る
時
、
ジ
プ
ニ
ー
の
停
留
所
で

待
っ
て
い
た
ら
、
私
の
名
前
を
呼
ぶ

人
が
い
る
。
し
か
も
連
呼
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
知
り
合
い
な
ん
か
絶
対
に

い
な
い
と
思
い
な
が
ら
振
り
向
く

と
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
売
り
が
い
た
。
そ

う
い
え
ば
メ
キ
シ
コ
を
旅
し
た
時
に
、

「
M
A
N
I　

J
A
P
O
N
」
と
い
う

醤
油
味
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
お
菓
子
を

見
つ
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
、

ス
ペ
イ
ン
語
で
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
こ
と

を
マ
ニ
を
い
う
の
だ
と
知
っ
た
が
、

セ
ブ
で
も
ス
ペ
イ
ン
統
治
下
の
名
残

が
言
葉
に
残
っ
て
い
て
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
を
マ
ニ
と
い
う
ん
だ
な
。
町
中
で

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
売
り
が
い
る
と
、
未
だ

に
必
ず
振
り
向
い
て
し
ま
う
。

近
所
の
人
に
は
、
私
は
「
マ
ン
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
長
い
こ
と
「
マ
ム
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
か
と
勘
違
い
し

て
い
た
。
そ
ん
な
に
丁
寧
に
呼
ば
な

く
て
も
い
い
の
に
、
と
思
っ
て
い
た

が
、
ど
う
聞
い
て
も
「
ム
」
で
は
な

く
「
ン
」
な
の
で
お
か
し
い
な
ぁ
、

と
は
思
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
は
省
略
す
る
の
が
好
き
だ

と
聞
き
、
人
の
名
前
な
ん
か
も
省
略

し
て
呼
ぶ
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

省
略
と
い
っ
た
っ
て
「
マ
ニ
」
は
二

文
字
だ
し
、「
マ
ン
」
に
し
て
も
二
文

字
だ
か
ら
、
省
略
し
て
短
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
も
そ
も
省
略

す
る
必
要
な
ん
ぞ
な
い
で
は
な
い
か

と
突
っ
込
み
た
い
の
を
ず
っ
と
我
慢

し
て
い
る
。
こ
の
省
略
す
る
呼
び
方

は
、
あ
く
ま
で
も
相
手
に
対
し
、
親

し
み
を
こ
め
て
い
る
ら
し
い
が
、
例

え
ば
、
あ
な
た
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら

親
し
み
を
込
め
て
「
マ
ン
」
と
呼
び

ま
す
ね
、
と
ひ
と
こ
と
あ
れ
ば
よ
か
っ

た
が
、
い
き
な
り
「
マ
ン
」
だ
っ
た

の
で
、
私
は
な
ぜ
「
マ
ン
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て

い
な
い
ま
ま
「
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。

そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
は
、
こ
れ
が

ど
こ
に
言
っ
て
も
、
あ
る
程
度
親
し

く
な
る
と
、
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。
私
は
「
マ
ニ
」
で
「
マ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
、
な
ど
と
い
ち

い
ち
説
明
し
な
く
て
も
、
だ
。
ど
う

や
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
は
、
共
通
の

人
を
呼
ぶ
法
則
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
ら
し
い
。

「
サ
ー
」
や
「
マ
ム
」
な
ん
か
も
、
や

た
ら
語
尾
に
つ
け
る
。
弁
護
士
だ
と

「
ア
ト
ニ
ー
」、
医
者
だ
と
「
ド
ク
」。

こ
れ
で
も
か
っ
て
ほ
ど
に
文
末
に
つ

け
る
の
が
、
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
ま
す
っ

て
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
く
ど

い
な
ぁ
、
と
思
い
な
が
ら
も
、
こ
の

頃
は
真
似
し
て
や
た
ら
つ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、「
ク
ヤ
（
お
兄
さ
ん
）」

「
ア
テ
（
お
姉
さ
ん
）」
な
ん
て
い
う

の
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う

も
年
上
に
使
う
呼
び
か
け
の
よ
う
だ
。

「
マ
ノ
イ
（
お
兄
さ
ん
）」「
マ
ナ
ン
（
お

姉
さ
ん
）」
な
ん
て
い
う
の
も
あ
る
が
、

こ
ち
ら
の
が
ど
う
も
田
舎
臭
い
感
じ

で
、「
お
じ
ち
ゃ
ん
」「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

み
た
い
な
勝
手
な
印
象
を
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
そ
の
へ
ん
で
知
ら
な

い
人
に
「
マ
ナ
ン
」
な
ん
て
呼
ば
れ

る
と
、
ム
ッ
と
し
た
り
す
る
。
反
対

に
、
例
え
ば
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
な
ん
か

に
乗
っ
て
、
運
転
手
に
、「
ダ
イ
」
な

ん
て
言
わ
れ
る
と
、
嬉
し
く
な
っ
た

り
す
る
。「
ド
ン
（
坊
や
）」「
ダ
イ

（
お
嬢
さ
ん
）」
と
い
う
感
じ
だ
ろ
う

か
。（
ど
う
い
う
わ
け
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
の
運
転
手
に
、

よ
く
「
ダ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
。）

昔
々
、
某
テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
者
が
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
「
お
ば
あ
さ
ん
」

の
域
の
方
々
を
、「
お
嬢
さ
ん
」
と
呼

ん
で
い
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
ん
な
感

じ
。
白
々
し
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
と

昔
は
思
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
、
自
分

が
「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
域
に
な
っ
て

み
る
と
、「
お
嬢
さ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
は
、
意
外
と
嬉
し
い
も
の
な

ん
だ
と
実
感
し
、
私
も
年
を
取
っ
た

な
ぁ
、
と
し
み
じ
み
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

女 37 歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
JUNKO

日本で私は典型的な「自分磨きに時間とお金をかける 30 代独身女性」でした。公務員の仕事は 5 時 15 分に終了し、勤続 3 年間 1 時間も残業をしたことがなく、土日
祝日はお休みなうえに、有給は必ず消化していました。そうなると仕事以外の時間がとても長く、30 代独身女性は暇を持て余し「自分磨き」に走ってしまうのです。
たくさんの習い事に旅行、最終的には美容関係に時間とお金をかけていました。ところが現在、どうでしょうか？長年続けていた習い事をすべてやめて、あれほど好き
だった旅行は一度も行っていません。美容？その言葉の意味すら忘れてしまいました。そんな中でも昔から大好きで時間とお金をかけていたことを最近再開しました。
それはガーデニングです。私は日本にいるころから、庭いじりが大好きで、人の家の庭まで草むしりをしてお花を植えていました。その趣味が高じて、東日本大震災後
の被災地に 3,000 鉢以上のプランターとお花を持って行ってみたり、現在も津波で破壊されてしまった松林の再生プロジェクトを行ったりもしています。
そんな風に遠く離れた人様の土地の緑化を進めていながら、実は最近まで自分の事務所や自宅の緑化に時間を費やすことができていませんでした。言い訳はたくさんあ
りますが、要するにジャングル化した土地を１から開拓する手間が面倒だったのです。しかし、汚い場所はいくら少しだけ片づけてもまたすぐに汚くなります。ちょっ
と片づけては汚され、またちょっと片づけては汚さの繰り返しをしていく中で、一念発起、大掃除を行うことにしました。思い立ったらすぐ行動、周囲を巻き込んで突
き進む私は、周囲に大迷惑をかけながら、事務所と自宅周辺の緑化計画をスタートしました。まず汚れに汚れ、草の生い茂った場所をお庭にするまでには相当な労力が
必要です。中でも私を苦しめるのが「赤アリ」です。これが非常に不思議なのですが、フィリピン人と一緒に作業をしていてもいつも刺されるのは私だけです。フィリ
ピン人は素手でサンダル履きでも刺されないのに、私は厳重に手袋をしようがスニーカーを履こうが、絶対に刺さされます。そして、刺されると蚊に刺された何倍もは
れ上がり、非常に痛痒く、跡に残ります。最終的にはフィリピン人の助けを借りて、何とか土地を開拓した後、次に必要になるのが、植物です。

「植物は植物園で買うのが当たり前」と思っていた私は、当初は街の中の植物園でお花の苗や観葉植物を購入しました。植物園の植物はフィリピンの物価からするとか
なり高額です。これでは広大な庭を緑で埋め尽くすには膨大な金額がかかります。悩んでいる私を救ってくれたのは子供たちのお母さんたちでした。それぞれの家にあ
る挿し木可能な植物をたくさん持ってきてくれました。そして、日本人のお知合い宅からもたくさんの植物を頂くことができました。フィリピンの植物は挿し木ができ
るものが非常に多く、摘んで土に植えればどんどん増えていきます。その生命力には本当に感心させられます。そんなこんなで、ほとんどお金をかけず、素晴らしいお
庭を造ることができました。緑一杯のお庭は今ではみんなの癒しであり、仕事の合間の草取りは私にとって、とてもいいストレス解消法になっています。
お金があれば「自分磨き」のために、たくさんのことができます。しかし、それらのほとんどが自分自身のためだけのもので、人を幸せにすることはできません。ここ
セブでは、お金をかけなくても誰かがいい方法を提案してくれます。一人で何かをしていると必ず誰かが一緒に手伝ってくれます。みんなでワイワイ知恵を出し合って、
助け合って行う作業は、お金をかけて一人で楽しむ「自分磨き」よりも何倍も楽しく、さらに自分自身を磨けているように思います。


